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合
併
３
年
目
と
し
て
、
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り

の
姿
を
明
確
に
形
成
す
る
た
め
、
長
期
総
合
計
画

の
着
実
な
推
進
を
念
頭
に
置
き
、
財
源
の
確
保

と
、
施
策
の
選
択
と
集
中
の
も
と
、
特
に
、
産
業

の
活
性
化
と
住
民
福
祉
の
向
上
を
重
点
に
、
今
年

度
の
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

効
果
的
・
効
率
的
な
行
政
運
営
に
よ
り
、
行
財

政
基
盤
の
強
化
を
図
り
な
が
ら
、
都
市
・
産
業
基
盤
の
整
備
、
少
子
高
齢
社
会
と
安

心
安
全
へ
の
対
応
を
進
め
、
市
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

長
期
総
合
計
画
の
６
つ
の
施
策
大
綱
に
沿
っ
て
、
具
体
的
な
施
策
を
抜
粋
し
て
紹

介
し
ま
す
。

○

人
が
ふ
れ
あ
い
、
と
も
に
参
画
す
る
ま
ち
づ
く
り

○

人
を
育
む
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

○

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
安
ら
ぎ
の
ま
ち
づ
く
り

○

自
然
と
共
生
す
る
快
適
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

○

活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

○

交
通
・
情
報
・
観
光
基
盤
の
充
実
し
た
交
流
の
ま
ち
づ
く
り

ゆとりと豊かさの実感できる
まちづくりに向けて

市
民
満
足
度
の
高
い
三
原
市
へ
「
堅
実
型
予
算
」

住
民
協
働
の
推
進

住
民
と
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
と
役
割

を
分
担
し
、
補
完
・
協
力
し
合
い
な
が
ら
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
市
民
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
指
針
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

住
民
自
治
の
在
り
方
に
つ
い
て
基
本
構
想
を

策
定
し
ま
す
。

ま
た
市
民
の
創
造
的
で
実
効
性
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
活
動
の
推
進
の
た
め
、
市
民
活
動

団
体
の
自
主
的
な
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

男
女
が
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、
と
も
に
参
画
で

き
る
よ
う
な
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
人
づ
く

り
・
環
境
づ
く
り
・
社
会
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

一般会計予算 449億6,200万円

ゆとりと豊かさの実感できる
まちづくりに向けて

一般会計予算 449億6,200万円

三原市長　五藤康之

人
が
ふ
れ
あ
い
、
と
も
に
参
画
す
る
ま
ち
づ
く
り
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生
涯
学
習
の
推
進

生
涯
学
習
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
生
涯
学

習
活
動
の
充
実
を
図
り
、
豊
か
な
人
生
と
潤

い
の
あ
る
生
活
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

図
書
館
の
利
便
性
の
向
上

図
書
館
シ
ス
テ
ム
を
更
新
し
、
市
民
が
利

用
し
や
す
い
図
書
館
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

放
課
後
子
ど
も
教
室
の
開
設

放
課
後
に
安
心
し
て
子
ど
も
た
ち
が
過
ご

せ
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
小
学
校
放
課

後
子
ど
も
教
室
を
順
次
開
設
し
ま
す
。

学
校
教
育
の
充
実

基
礎
・
基
本
の
学
力
定
着
の
た
め
、
教

職
員
の
資
質
向
上
に
努
め
、
豊
か
な
人
間
性

の
育
成
の
た
め
、
道
徳
教
育
の
充
実
を
図
り

ま
す
。
ま
た
幼
稚
園
・
小
学
校
に
お
い
て
、

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
な
ど
の
国

際
理
解
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

子
ど
も
の
安
全
と
心
の
ケ
ア

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
、
通
学
路
の
環
境
整

備
や
見
守
り
体
制
の
充
実
な
ど
、
子
ど
も
安

全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
心
の
教
室
相

談
員
に
よ
る
相
談
活
動
事
業
、
読
書
活
動
推

進
事
業
に
よ
り
、
調
和
の
と
れ
た
子
ど
も
の

心
身
の
発
達
を
図
り
ま
す
。

学
校
環
境
の
充
実

第
一
中
学
校
の
建

設
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
西
小
学
校
の

校
舎
耐
力
度
調
査
を

実
施
し
ま
す
。

文
化
の
振
興

10
月
14
日
に
は
、
芸
術
文
化
活
動
の
拠
点
・

憩
い
の
場
と
な
る
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
（
ポ

ポ
ロ
）
が
開
館
し
ま
す
。
記
念
事
業
と
し
て
、

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
や
交
響
楽
団
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
を
行
い
、
本
格
的
な
芸
術
文
化
に
ふ

れ
る
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
開
館
に

合
わ
せ
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
表
彰
制

度
を
設
け
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
民
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、

隣
地
に
駐
車
場
の
用
地
取
得
を
進
め
ま
す
。

リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
や
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

な
ど
、
各
地
域
の
拠
点
施
設
で
の
企
画
展

や
、
市
民
の
芸

術
・
文
化
活
動
の

発
表
機
会
を
充
実

さ
せ
ま
す
。

文
化
財
の
保
護

三
原
城
跡
周
辺

の
史
跡
の
指
定
地
拡
大
を
受
け
、
公
有
化
に

取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
小
早
川
氏
城
跡
国
史
跡
指
定
50
周
年

記
念
事
業
と
し
て
、
全
国
山
城
サ
ミ
ッ
ト
を

開
催
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

市
民
体
育
大
会
を
は
じ
め
、
地
域
の
ス

ポ
ー
ツ
施
設
を
活
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の

開
催
や
、
各
種
競
技
の
支
援
拡
大
に
努
め
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
に
沿
っ
た
市
民
の
体

力
・
競
技
力
向
上
を
図
り
ま
す
。

青
少
年
の
健
全
育
成

生
徒
の
職
場
体
験
学
習
や
不
登
校
対
策
と

し
て
の
地
域
ス
ク
ー
リ
ン
グ
・
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
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国
際
交
流
・
国
際
協
力

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
の
少
年
少
女
海
外
研
修

や
、
国
際
理
解
教
育
な
ど
を
通
じ
た
国
際
感

覚
豊
か
な
人
づ
く
り
、
住
民
に
よ
る
国
際
交

流
活
動
や
、
外
国
語
を
併
記
し
た
市
勢
要
覧

の
発
行
に
よ
る
情
報
提
供
体
制
の
充
実
な

ど
、
国
際
化
に
対
応
し
た
地
域
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
充
実

児
童
手
当
の
助
成
を
、
０
歳
か
ら
２
歳
ま

で
、
乳
幼
児
加
算
と
し
て
月
額
１
万
円
と
し

ま
す
。

仕
事
と
育
児
の
両
立
を
地
域
で
支
え
る
た

め
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
ま
す
。
ま
た
３
歳
児
未
満
の
親
子
の

交
流
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
つ
ど
い
の
広
場
を

久
井
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
ま
す
。

今
年
度
は
、
深
小
学
校
と
小
坂
小
学
校
に
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
設
置
し
ま
す
。

保
育
所
の
運
営

多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
保
育
料
の
負

担
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
保
育
所
・
幼
稚

園
を
含
め
た
適
正
規
模
・
適
正
配
置
に
つ
い

て
検
討
し
ま
す
。

幼
稚
園
と
保
育
所
の
機
能
を
併
せ
持
つ
施

設
と
し
て
、
平
成
20
年
４
月
の
開
設
を
め
ざ

し
、
大
和
こ
ど
も
園
（
仮
称
）
の
建
設
に
取

り
組
み
ま
す
。

▲異文化にふれ国際理解を深め
る、平成18年度シンガポー
ル少年少女海外研修に参加し
た皆さん

▲三原城跡

人
を
育
む
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
安
ら
ぎ
の
ま
ち
づ
く
り

▲第一中学校



水
道
事
業

配
水
管
の
整
備
や
老
朽
管
の
計
画
的
な
更

新
を
進
め
、
有
収
率
向
上
と
水
道
施
設
の
充

実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
水
道
事
業
基
本
計
画

を
策
定
し
ま
す
。

公
共
下
水
道

昨
年
度
ま
で
に
、
１,

０
３
１
ヘ
ク
タ
ー

ル
（
人
口
普
及
率
の
約
25
・
９
％
）
の
区
域

で
、
公
共
下
水
道
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
新
た
に
約
92
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

汚
水
管
渠
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

生
活
の
安
全

防
犯防

犯
指
針
、
防
犯
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を

策
定
し
、
関
係
機
関
が
一
体
と
な
り
、
計
画

的
・
効
果
的
な
推
進
に
努
め
ま
す
。

防
災引

き
続
き
自

主
防
災
組
織
の

拡
大
に
努
め
る

と
と
も
に
、
防

災
資
機
材
の
支

給
に
か
え
、
新

た
に
助
成
金
制

度
を
創
設
し
ま

す
。県

総
合
行
政
通
信
網
の
再
編
整
備
を
行

い
、
災
害
時
の
情
報
収
集
や
伝
達
機
能
の
強

化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
人
工
衛
星
を
利
用
し

た
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
に
対
応
し
た
、

防
災
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
検
討
す

る
無
線
通
信
整
備
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

交
通
安
全

交
通
安
全
実
施
計
画
を
策
定
し
、
施
策
の

推
進
に
努
め
ま
す
。

建
築
物
の
耐
震
対
策

耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
を
促
進
す
る
た

め
、
耐
震
改
修
促
進
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

消
防高

規
格
救
急
車
の
更
新
を
行
う
と
と
も

に
、引
き
続
き
救
急
救
命
士
の
養
成
を
行
い
、

救
命
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
ま
た
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
の
更
新
な
ど
消
防
施
設
整
備

や
、
女
性
消
防
団
の
参
加
お
よ
び
消
防
団
と

の
連
携
に
よ
り
、
消
防
力
の
充
実
に
努
め
ま

す
。

高
潮
対
策

引
き
続
き
高
潮
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

市
施
行
事
業
と
し
て
幸
崎
地
区
が
、
県
施

行
事
業
と
し
て
、
三
原
内
港
地
区
と
松
浜
地

区
、
下
木
原
地
区
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

ま
た
港
湾
海
岸
保
全
事
業
に
よ
る
護
岸
の

改
良
や
、
整
備
が
早
期
に
図
ら
れ
る
よ
う
県

に
対
し
て
、
働
き
か
け
ま
す
。

急
傾
斜
地
の
崩
壊
対
策

須
波
西
町
須
波
ハ
イ
ツ
第
四
中
学
校

北
地
区
、
沼
田
小
学
校
東
地
区
、
本
郷

町
上
北
方
田
村
窪
地
区
を
継
続
し
て
実

施
し
、
新
た
に
沼
田
東
町
本
市
地
区
の

工
事
に
着
手
し
ま
す
。
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高
齢
者
福
祉
の
充
実

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
介

護
予
防
・
認
知
症
ケ
ア
な
ど
、
高
齢
者
の
自

立
に
向
け
た
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
権
利

擁
護
な
ど
、
生
活
の
安
定
を
図
り
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
で
は
、
適
正
給
付
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
供
給
体
制
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

敬
老
優
待
乗
車
証
制
度
の
利
用
は
、
今
月

か
ら
、
１
回
の
乗
車
に
つ
き
１
０
０
円
で
、

市
内
全
域
に
拡
大
し
ま
す
。

社
会
福
祉
の
充
実

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
、
地
域
で
の

障
害
者
の
自
立
を
支
援
す
る
居
住
サ
ポ
ー
ト

事
業
や
就
労
支
援
事
業
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
障
害
者
雇
用
奨
励
金
制
度
の
普
及
啓

発
な
ど
、
社
会
参
加
と
雇
用
の
促
進
に
努
め

ま
す
。

保
健
事
業
の
充
実

健
康
教
室
の
開
催
や
、
健
康
診
査
受
診
の

啓
発
に
よ
り
、
市
民
が
自
主
的
に
健
康
づ
く

り
を
行
う
環
境
を
整
え
ま
す
。

母
子
保
健
は
、
訪
問
・
相
談
な
ど
の
子
育

て
支
援
事
業
を
充
実
し
、
育
児
不
安
の
軽
減

を
図
り
、
子
ど
も
の
健
全
な
成
長
・
発
達
を

促
進
し
ま
す
。

環
境
保
全
・
廃
棄
物
の
処
理

地
域
環
境

マ
ッ
プ
の
作
成

な
ど
の
啓
発
活

動
を
行
う
と
と

も
に
、
引
き
続

き
環
境
基
本
計
画
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

ご
み
の
発
生
抑
制
、
再
使
用
、
再
資
源
化

の
３
Ｒ
運
動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
浄
化

場
な
ど
の
整
備
を
図
る
循
環
型
社
会
形
成
推

進
地
域
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
電
動
式
生
ご

み
処
理
機
の
購
入
費
助
成
制
度
の
充
実
と
、

自
主
的
な
古
紙
な
ど
の
資
源
集
団
回
収
活
動

の
支
援
を
行
い
、
再
生
利
用
を
促
進
し
ま
す
。

ま
た
引
き
続
き
、
小
型
浄
化
槽
設
置
整
備
事

業
を
推
進
し
ま
す
。

区
画
整
理

引
き
続
き
、
本
郷
町
東
本
通
土
地
区
画
整

理
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

斎
場
の
建
設

新
し
い
斎
場
建
設
に
向
け
、
基
本
構
想
を

策
定
し
ま
す
。

住
居
表
示

木
原
町
、
鉢
ケ
峰
町
、
奥
野
山
町
、
新
倉

町
、
沼
田
町
、
長
谷
町
、
大
畑
町
の
各
一
部
、

学
園
町
で
住
居
表
示
を
実
施
し
ま
す
。

▲地域環境マップ
新高山・宗郷谷

▲地域の防災力を高めよう！
自主防災組織の訓練のようす

自
然
と
共
生
す
る
快
適
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
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農
業
の
振
興

国
の
米
政
策
の
大
幅
な
見
直
し
を
受
け
、

農
業
の
構
造
改
革
の
促
進
の
た
め
、
農
業
生

産
法
人
の
設
立
や
経
営
の
安
定
化
を
図
る
な

ど
、
農
業
の
担
い
手
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

地
域
農
産
物
の
消
費
拡
大
の
た
め
、
地
産

地
消
と
特
産
品
化
を
促
進
し
ま
す
。

林
業
の
振
興

引
き
続
き
、
森
林
保
全
の
啓
発
に
努
め
ま

す
。今

月
か
ら
導
入
さ
れ
る
ひ
ろ
し
ま
森
づ
く

り
県
民
税
の
活
用
も
検
討
し
ま
す
。

景
観
林
道
須
波
竜
王
線
な
ど
の
林
道
整
備

を
進
め
る
と
と
も
に
、
森
林
内
の
道
路
網
の

整
備
促
進
を
図
る
目
的
で
、
林
道
整
備
事
業

費
補
助
制
度
を
新
た
に
創
設
し
ま
す
。

水
産
業
の
振
興

築
い
そ
設
置
や
、
た
こ
産
卵
礁
の
設
置
な

ど
に
よ
り
、
水
産
資
源
の
維
持
培
養
を
図
る

と
と
も
に
、
近
代
的
な
漁
港
施
設
と
快
適
な

住
環
境
整
備
の
た
め
、
幸
崎
町
能
地
漁
港
整

備
事
業
を
、
引
き
続
き
推
進
し
ま
す
。
ま
た

内
水
面
漁
業
に
つ
い
て
も
、
振
興
に
努
め
ま

す
。

商
工
業
の
振
興

企
業
誘
致
の
促
進

三
原
西
部
（
惣
定
地
区
）
・
久
井
・
大
和

の
各
工
業
団
地
へ
の
企
業
誘
致
を
進
め
る
と

と
も
に
、
本
郷
工
業
団
地
の
早
期
造
成
を
促

進
し
ま
す
。

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
振
興

商
工
会
議
所
、
商
工
会
な
ど
と
連
携
し
、

魅
力
あ
る
商
店
街
づ
く
り
を
促
進
し
ま
す
。

集
客
性
の
向
上
や
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
の

た
め
、
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
費
補
助
制

度
を
新
た
に
創
設
し
、
商
栄
会
や
商
店
街
振

興
組
合
な
ど
が
行
う
事
業
を
助
成
し
ま
す
。

中
小
企
業
融
資
預
託
金
額
の
引
き
上
げ
に

よ
る
融
資
枠
の
拡
大
お
よ
び
利
子
補
給
と
、

小
企
業
等
経
営
改
善
資
金
へ
の
利
子
補
給
に

よ
り
、
中
小
企
業
の
事
業
活
動
を
支
援
し
ま

す
。

雇
用
の
創
出

関
係
機
関
と
連
携
し
、
安
定
し
た
雇
用
の

創
出
に
努
め
ま
す
。
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本町古浜線�

古城通糸崎線�

糸崎港線�

円一皆実線�

東町古城線�

平成14年４月�
開通�

平成11年3月�
開通�

平成13年3月�
開通� 第2期整備区間�

三原バイパス　9.9km 木原道路　3.8km

本町古浜線�

古城通糸崎線�

糸崎港線�

円一皆実線�

東町古城線�

平成14年４月�
開通�

平成11年3月�
開通�

平成13年3月�
開通� 第2期整備区間�

三原バイパス　9.9km 木原道路　3.8km

本郷久井線

三原竹原線

三原東城線

尾道三原線

三原バイパス

国道２号

木原道路

三原バイパス開通部分
三原バイパス未開通部分
県道
都市計画道路

活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

交
通
・
情
報
・
観
光
基
盤
の
充
実
し
た
交
流
の
ま
ち
づ
く
り

本
郷
駅
前
周
辺
整
備

公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
と
利
便
性
を

図
る
た
め
、
平
成
20
年
度
末
の
完
成
を
め
ざ

し
て
、
Ｊ
Ｒ
本
郷
駅
前
周
辺
整
備
を
進
め
ま

す
。



三
原
バ
イ
パ
ス

糸
崎
町
時
広

ラ
ン
プ
か
ら
、

中
之
町
ラ
ン
プ

ま
で
の
区
間

は
、
今
春
利
用

開
始
に
向
け
、

急
ピ
ッ
チ
で
工

事
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま

た
三
原
バ
イ
パ
ス
と
、
尾
道
バ
イ
パ
ス
を
結

ぶ
木
原
道
路
に
つ
い
て
は
、
地
元
と
の
設
計

協
議
を
進
め
な
が
ら
、
三
原
バ
イ
パ
ス
の
早

期
全
線
開
通
と
木
原
道
路
の
早
期
完
成
を
、

引
き
続
き
国
へ
強
く
要
望
し
ま
す
。

県
道
の
整
備

三
原
東
城
線

恵
下
谷
バ
イ
パ
ス
の
用
地
測
量
な
ど
を
行

い
ま
す
。

三
原
竹
原
線

小
泉
町
の
小
泉
病
院
前
か
ら
甲
原
橋
ま
で

の
区
間
で
は
、
甲
原
橋
の
交
差
点
の
改
良
工

事
が
完
了
し
、
引
き
続
き
事
業
の
促
進
を
図

り
ま
す
。

尾
道
三
原
線

中
之
町
の
県
立
三
原
東
高
等
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
か
ら
太
郎
谷
ま
で
の
区
間
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
用
地
取
得
と
一
部
区
間
の
工
事
を

進
め
ま
す
。

三
原
本
郷
線

西
野
の
大
西
川
沿
い
ま
で
の
区
間
は
、
引

き
続
き
用
地
取
得
な
ど
を
行
い
ま
す
。

ま
た
小
坂
町
で
は
、
大
草
三
原
線
と
の
交

差
点
付
近
の
用
地

取
得
な
ど
を
進
め

ま
す
。

本
郷
大
和
線

（
広
島
中
央
フ
ラ

イ
ト
ロ
ー
ド
）

今
年
度
は
引
き

続
き
、
空
港
大
橋

ア
ー
チ
部
の
架
設

工
事
な
ど
を
行
い
ま
す
。

都
市
計
画
道
路

古
城
通
糸
崎
線

糸
崎
四
丁
目
か
ら
五
丁
目
ま
で
の
区
間
の

道
路
工
事
を
引
き
続
き
進
め
、
新
た
に
五
丁

目
地
内
の
測
量
・
設
計
な
ど
を
行
い
ま
す
。

糸
崎
港
線

天
保
踏
切
に
架
か
る
歩
道
橋
工
事
を
引
き

続
き
進
め
、
平
成
20
年
度
の
完
成
を
め
ざ
し

ま
す
。

円
一
皆
実
線

引
き
続
き
、
県
立
三
原
高
等
学
校
南
側
付

近
の
用
地
取
得
な
ど
を
行
い
ま
す
。

本
町
古
浜
線

引
き
続
き
、
広
島
大
学
附
属
三
原
幼
稚

園
・
小
・
中
学
校
周
辺
の
用
地
取
得
な
ど
を

行
い
ま
す
。

市
道
の
整
備

木
原
町
23
号
線

引
き
続
き
、
木
原
踏
切
北
側
か
ら
木
原
小

学
校
南
側
ま
で
の
区
間
で
、
用
地
取
得
な
ど

を
行
い
ま
す
。

中
之
町
64
号
線

和
久
原
川
左
岸
側
で
、
詳
細
設
計
と
用
地

取
得
を
行
い
ま
す
。

本
郷
町
駅
前
愛
宕
線
・
駅
前
惣
門
線

ま
ち
づ
く
り
事
業
と
し
て
Ｊ
Ｒ
本
郷
駅
周

辺
で
、
用
地
取
得
と
駅
舎
西
側
の
30
ｍ
区
間

の
工
事
を
行
い
ま
す
。

久
井
町
稔
迫
線

引
き
続
き
、
県
道
上
徳
良
久
井
線
と
の
交

差
部
に
向
け
て
１
６
０
ｍ
の
工
事
を
行
い
、

今
年
度
で
完
了
し
ま
す
。

大
和
町
平
坂
線

引
き
続
き
、
姥
ヶ
原
池
付
近
か
ら
県
道
下

徳
良
本
郷
線
と
の
交
差
部
ま
で
の
区
間
で
、

３
０
０
ｍ
と
１
０
０
ｍ
の
２
か
所
の
工
事
を

進
め
ま
す
。

西
町
29
号
線

西
町
一
丁
目
、
西
野
川
に
架
か
る
橋
り
ょ

う
を
架
け
替
え
る
た
め
の
、
詳
細
設
計
と
用

地
取
得
を
行
い
ま
す
。

情
報
基
盤
整
備
　

地
域
情
報
化
計
画
に
基
づ
き
、
電
子
自
治

体
の
構
築
と
、
平
成
22
年
度
の
完
了
を
め
ざ

し
、
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

今
年
度
は
、
小
泉
・
沼
田
西
地
区
に
光

ケ
ー
ブ
ル
網
を
敷
設
し
、
行
政
情
報
や
地
域

情
報
な
ど
を
提
供
し
ま
す
。

6

本郷大和線

空港大橋

新年度予算
Public Relations Newsletter MIHARA 

青線　　　　　本郷大和線開通部分
黄線　　　　　　　〃　　未開通部分

▲フライトロード

▲完成に向け工事が進む三原
バイパス



市
営
バ
ス

本
年
と
来
年
の
４
月
１
日
の
２
回
で
段
階

的
に
、
路
線
維
持
と
便
数
確
保
に
配
慮
し
な

が
ら
、
民
間
移
譲
を
行
い
ま
す
。
ま
た
民
間

バ
ス
事
業
者
と
市
内
路
線
の
運
行
全
般
に
つ

い
て
協
議
す
る
運
行
調
整
会
議
を
設
置
し
、

引
き
続
き
生
活
交
通
バ
ス
路
線
の
維
持
に
努

め
ま
す
。

港
湾
整
備
事
業

尾
道
糸
崎
港
貝
野
地
区
と
松
浜
地
区
で
引

き
続
き
、
埋
め
立
て
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
早

期
完
成
に
向
け
、
国
・
県
へ
強
く
要
望
し
ま
す
。

観
光
・
交
流
の
活
性
化

関
係
団
体
や
民
間
事
業
者
と
の
交
流
会
議

の
有
効
活
用
に
よ
り
、
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
観
光
地
の
魅
力
向
上
を
図
り
、
観
光

情
報
の
積
極
的
な
発
信
を
行
い
ま
す
。

陸
・
海
・
空
の
交
通
の
拠
点
性
を
い
か

し
、
広
域
的
に
観
光
客
を
誘
致
で
き
る
、
魅

力
的
な
観
光
地
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

須
波
西
地
区
の
交
通
利
便
性
の
向
上
や
、

瀬
戸
内
海
沿
岸
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
能

の
充
実
の
た
め
、
Ｊ
Ｒ
呉
線
須
波
新
駅
の
建

設
に
向
け
、
期
成
同
盟
会
の
設
立
や
基
本
構

想
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。
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事
務
・
権
限
の
移
譲

今
年
度
県
か
ら
、
旅
券
事
務
や
身
体
障
害

者
手
帳
の
交
付
申
請
事
務
な
ど
、
63
項
目
の

事
務
・
権
限
が
移
り
ま
す
。

新
庁
舎
の
建
設

新
庁
舎
の
機
能
や
、
付
帯
施
設
な
ど
を
検

討
す
る
新
庁
舎
建
設
基
本
構
想
を
策
定
し
ま

す
。

予
算
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先

財
政
課（
1
０
８
４
８
7̂
６
０
２
８
5
０
８
４
８
4̂
７
１
０
１
）

一
般
会
計
４
４
９
億
６,

２
０
０

万
円
に
、
22
の
特
別
会
計
と
病
院
、

水
道
、
交
通
の
事
業
会
計
を
含
め
た

総
額
は
、
８
８
７
億
２,

１
１
８
万

３
千
円
で
す
。

前
年
度
の
当
初

予
算
と
比
べ
、

０
・
８
％
の
減

少
で
す
。

一
般
会
計
４
４
９
億
６,

２
０
０
万
円

その他�

財産収入�

地方譲与税�使用料・手数料・�
分担金・負担金�

諸収入�

繰入金・繰越金・�
寄附金�

県支出金�

国庫支出金�
市債� 地方交付税�

市税�

162162億�
8,9208,920万�
8千円千円�
（36.2%36.2%）�

8484億�
3,1003,100万円万円�
（18.8%18.8%）�

73億�
5,802万�
7千円�
（16.4%）�66億�

9,619万4千円�
（14.9%）�

78億�
5,753万5千円�
　（17.5%）�

73億�
5,793万8千円�
（16.4%）�

歳入�
449億6,200万円�

162億�
8,920万�
8千円�
（36.2%）�

84億�
3,100万円�
（18.8%）�53億6,560万円�

（11.9%）�

40億�
763万6千円�
（8.9%）�

23億9,115万�
8千円（5.3%）�

22億26万�
8千円（4.9%）�

17億5,304万8千円�
（3.9%）�

16億4,854万4千円（3.7%）�

6億3,904万円（1.4%）�

5億1,161万7千円（1.1%）�

17億�
   2,488万�
　　1千円�
　　  （3.9%）�

合計�

その他�

維持補修費�

補助費等�

物件費�

扶助費�

公債費�

投資的�
経費�

人件費�

162億�
8,920万�
8千円�
（36.2%）�

84億�
3,100万円�
（18.8%）�

73億�
5,802万�
7千円�
（16.4%）�66億�

9,619万4千円�
（14.9%）�

7878億�
5,7535,753万5千円千円�
　（17.5%17.5%）�

7373億�
5,7935,793万8千円千円�
（16.4%16.4%）�

95億4,180万�
3千円（21.2%）�

78億�
5,753万5千円�
　（17.5%）�

73億�
5,793万8千円�
（16.4%）�

61億�
9,936万8千円�
（13.8%）�

45億�
1,969万5千円�
（10.0%）�

27億�
5,947万�
2千円�
（6.1%）�

6億2,429万円�
（1.4%）�

61億189万9千円（13.6%）�

歳出�

449億6,200万円�

（性質別）�
合計�

その他�

労働費�

議会費�商工費�
農林水�
産業費�

消防費�

衛生費�

教育費� 土木費�

総務費�

公債費�

民生費�

162億�
8,920万�
8千円�
（36.2%）�

84億�
3,100万円�
（18.8%）�

7373億�
5,8025,802万�
7千円千円�
（16.4%16.4%）�6666億�

9,6199,619万4千円千円�
（14.9%14.9%）�

78億�
5,753万5千円�
　（17.5%）�

73億�
5,793万8千円�
（16.4%）�

122億�
567万�
　2千円�
　（27.1%）�

73億�
5,802万�
7千円�
（16.4%）�66億�

9,619万4千円�
（14.9%）�

63億4,762万3千円�
（14.1%）�

38億�
9,119万4千円�
（8.7%）�

24億�
8,439万7千円�
（5.5%）�

17億�
5,736万2千円�
（3.9%）�

16億�
8,732万1千円�
（3.7%）�

14億2,044万円�
（3.2%）�

4億1,444万円�
（0.9%）�

3億524万1千円（0.7%）�

3億�
9,408万�
　9千円�
　　（0.9%）�

歳出�

449億6,200万円�

（目的別）�
合計�

新
年
度
予
算

前
年
度
当
初
に
比
べ
、
３
・
８
％
減

●
投
資
的
経
費
　
施
設
な
ど
の
建
設
や
災
害
復
旧
な
ど
の
経
費

●
補
助
費
等
　
各
種
団
体
な
ど
に
対
す
る
補
助
金
や
負
担
金
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そ
の
他


